
 
 
 

 

 

安心して過ごせる学校とは 
 

 7/17（金）6 時間目に学年集会を行いました。緊急で集まってもらったのは、学年の全

員にわかってほしい話があったからです。 

 消毒用のアルコールに水が入れられ、使い物にならなくなっていた、ということを聞いて

みんなは何を思ったでしょうか。 

 新型コロナウイルスの猛威はとどまることはなく、今、再び全国で感染者が増えているこ

とはみんなもよく知っていることだと思います。手洗いの意識を高め、アルコールで消毒を

することは、みんなの安全を、そして、みんなと一緒に暮らす家族の安全を守るためのもの

です。大切な命を守るための一つの予防策です。 

 だからこそ、今回起こった事実はとても重たく、軽々しく考えることは出来ないことだと

思います。 

今みんなの周りには、不安な思いを持っている人が必ずいます。学校という集団生活の中

で感染症から身を守るには一人一人の意識が欠かせません。 

みんなが安心して過ごせること、今回のようなことが続かないことを願っています。 

 

ハインリッヒの法則 
 

 今月には教室のガラスが割れる、という事も起こりました。大きなけが人が出ることがな

かったことは幸いでしたが、非常に危険な場面でした。もし、誰かにガラスが刺さっていた

り、たくさん出血をしていたら…。これも命にかかわる大きなことです。 

 今一度、自分たちの行動を考えてみてほしい。ガラスが割れることはなくても、「一歩間違

えば」とか、「危なかった」なんてことはなかったでしょうか。 

 「ハインリッヒの法則」と呼ばれるものがあります。一つの重大な事故の背景には、29

の軽微な事故があり、さらにその背景には 300 のヒヤリとするような事故がある、という

ものです。 

 大きな事故が起これば、誰だって反省をします。「なぜこんなこと…」と後悔することもあ

るでしょう。しかし、事故が起こってからでは手遅れになってしまうこともあるのです。も

し、ガラスで誰かを傷つけてから反省をしても、その傷は誰にも治せないかもしれません。 

 だから、重大なことが起こる前の軽微な事故や、ヒヤリとする場面にしっかりと目を向け

てほしいと思っています。 

 「これくらいいいか」、「別に大丈夫やろ」、そんな考えの積み重ねが重大な事故を引き起こ

してしまうこともあるのです。 

 ハインリッヒの法則を意識して、過ごし方を変えてみてほしい。 

先生たちは 76 期生の誰にも、人を傷つけたり、傷つけられたりしてほしくありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来週の予定 

日付 内容 備考 

7/27（月） 通常時間割 心臓検診 （体操服登校） 食堂パンのみ 

7/28（火） 通常時間割 1 限道 平和学習 食堂パンのみ 

7/29（水） 通常時間割 食堂パンのみ 

7/30（木） 通常時間割 6 限 補填（月５） 食堂パンのみ 

7/31（金） １、学年集会 ２、大掃除 ３、終業式 ４、特活 クラブによっては昼食必要 

※夏休み前には教科書などの荷物をすべて持ち帰ります。授業が終わった教科から計画的に

持ち帰りましょう。 
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